
吉里吉里
〜地域への熱い思いを
　　子どもたちにつなぐ〜まつり

2003年10月
❖�震災前の大槌まつり
❖�蓬莱島の灯台が
　50周年を迎えた

2013年10月
❖�大槌まつりの復活！
❖�12月には蓬莱島の
　新灯台の点火式が
　行われた
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東
日
本
大
震
災
津
波
発
災
前
か
ら
多
く
の
町
民
に
愛
さ
れ

続
け
て
い
る
「
大
槌
ま
つ
り
」
と
「
吉
里
吉
里
ま
つ
り
」。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
行
し
た
広
報
か
ら
過
去
の
ま
つ
り

を
ふ
り
返
り
、
町
の
あ
ゆ
み
を
巡
り
ま
す
。

※QRコードから、過去の広報を見ることができます

ま
つ
り
か
ら
ふ
り
返
る
町
の
あ
ゆ
み
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た
。
大
槌
湾
に
浮
か
ぶ
蓬
莱
島
を
遠
望
し
な
が
ら
、
11

月
に
最
盛
期
を
迎
え
る
秋
サ
ケ
定
置
網
漁
の
豊
漁
と
、

漁
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
22
日
夜
は
小
鎚
神
社
の
宵
宮
で
す
。
臼う

す

澤ざ
わ

鹿
子
踊
、

松
の
下
大
神
楽
、
向む

か
い
が
わ
ら

川
原
虎
舞
、
金
澤
神
楽
、
城
じ
ょ
う

内な
い

大

神
楽
、
中な

が

須す

賀が

大
神
楽
、
陸
中
弁
天
虎
舞
な
ど
の
団
体

が
演
舞
し
ま
し
た
。
杉
木
立
が
取
り
囲
む
境
内
に
は
聴

衆
が
詰
め
か
け
、
華
麗
、
勇
壮
な
舞
に
見
と
れ
ま
し
た
。

　
23
日
は
、
い
よ
い
よ
神
輿
渡
御
で
す
。
午
前
9
時
、

ご
神
体
を
乗
せ
た
2
基
の
神
輿
が
勢
い
よ
く
繰
り
出
し

ま
し
た
。
鹿
子
踊
、
神
楽
、
虎
舞
な
ど
20
近
く
の
団
体

が
神
輿
を
挟
ん
で
長
い
行
列
を
つ
く
り
ま
し
た
。
被
災

し
、
新
調
さ
れ
た
多
く
の
山
車
が
誇
ら
し
げ
で
す
。
御お

社し
ゃ

地ち

、
旧
町
役
場
や
Ｊ
Ｒ
大
槌
駅
前
の
中
心
市
街
地
を

練
り
歩
き
、
正
午
過
ぎ
、
町
役
場
に
到
着
。
午
後
は
、

桜
木
町
、
臼
澤
伝
承
館
を
経
由
し
、
午
後
5
時
過
ぎ
、

神
社
に
戻
り
ま
し
た
。
夕
闇
が
迫
る
境
内
を
2
基
の
神

輿
は
競
い
合
っ
て
走
り
回
り
、
観
衆
に
惜
し
ま
れ
つ
つ

渡
御
を
終
え
ま
し
た
。

　
神
輿
渡
御
の
順
路
で
神
輿
が
休
ん
だ
御お

旅た
び

所し
ょ

は
11
カ

所
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
郷
土
芸
能
の
団
体
が
演
舞

し
ま
し
た
。
旧
役
場
前
で
は
、
臼
澤
鹿
子
踊
が
鎮
魂
の

舞
を
舞
い
ま
し
た
。

　
町
方
地
区
の
区
画
整
理
事
業
の
本
格
化
に
伴
い
、
近

く
盛
土
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
神
輿
が
、
現
在
の
コ
ー

ス
を
練
り
歩
く
の
は
、
今
回
で
最
後
に
な
り
ま
す
。
小

鎚
神
社
宮
司
の
松
橋
知
之
さ
ん
（
44
）
は
「
祭
り
を
続

け
る
の
が
私
の
役
目
。
工
事
が
始
ま
っ
て
も
、
可
能
な

ル
ー
ト
で
神
輿
を
繰
り
出
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
大
槌
町
の
「
大
槌
祭
り
」
が
、
9
月
21
日
か
ら
3
日
間
、
大
槌
稲
荷
神
社
の
宵よ

い

宮み
や

、
小
鎚
神
社
の
宵
宮
と
神み

こ
し輿

渡と

御ぎ
ょ

の
順
番
で
、
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
数
多
く
の
郷
土
芸
能
団
体
が
参
加
し
、
演
じ
る
人
も
、
見
る
人
も
、

一
緒
に
な
っ
て
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
震
災
か
ら
2
年
半
。
鎮
魂
の
祈
り
と
、
復
興
へ
の
希
望
を
託
し
た
祭
り

が
終
わ
り
、
秋
の
気
配
が
一
段
と
色
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

鎮魂の祈り
復興への希望

　「
大
槌
祭
り
」
は
、
安あ

ん

渡ど

地
区
の
大
槌
稲
荷
神
社
と
、

町
方
地
区
の
小
鎚
神
社
の
二
つ
の
神
社
の
例
大
祭
の
総

称
で
す
。
例
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
日
を
ず
ら
し
て
宵
宮
、

神
輿
渡
御
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
神
輿
渡
御

は
、
大
槌
稲
荷
神
社
が
中
止
に
な
り
、
小
鎚
神
社
だ
け

に
な
り
ま
し
た
。

　
21
日
夜
の
大
槌
稲
荷
神
社
の
宵
宮
に
は
、
安
渡
大
神

楽
、
上か
み

亰よ

鹿
子
踊
、
松
の
下
大
神
楽
、
安
渡
虎
舞
が
参

加
し
、
神
社
の
境
内
で
上
演
し
ま
し
た
。
太
鼓
と
鉦か

ね

と

笛
の
音
が
、
夜
空
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

　
22
日
午
前
に
は
、
雁が

ん

舞ま
い

道ど
う

七
福
神
が
加
わ
り
、
大
槌

港
に
停
泊
中
の
定
置
網
漁
船
の
船
上
で
舞
を
舞
い
ま
し

ひ と を つ な ぐ 、 未 来 に つ な ぐ 。
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大槌町LINE公式ア
カウントを

開設しました！
詳しくは裏表紙へ

　
９
月
21
日（
金
）～
９
月
23
日（
日
）、
大
槌
稲
荷
神
社
例
大

祭
と
小
鎚
神
社
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
復
興
の
進
む
街

並
み
と
と
も
に
、
年
々
に
ぎ
わ
い
を
増
す
大
槌
の
ま
つ
り
。

今
年
町
民
の
注
目
を
集
め
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
震
災
後

初
め
て
と
な
る
「
曳
き
船
」
ま
つ
り
で
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

漁
の
安
全
と
大
漁
を
祈
願
し
て
、
大
槌
稲
荷
神
社
の
例
祭
で

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
中

断
し
て
い
た
た
め
、
８
年
ぶ
り
の
開
催
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
と
な
っ
た
大
槌
魚
市
場
に
は

多
く
の
観
客
が
集
ま
り
、
迫
力
あ
る
船
団
に
沸
き
ま
し
た
。

フ
ラ
イ
旗
に
飾
ら
れ
、神
輿
を
乗
せ
た
御
召
船（
お
め
し
せ
ん
）

を
中
央
に
、
虎
舞
や
神
楽
、
鹿
子
踊
り
ら
の
団
体
が
乗
る
船

が
大
槌
湾
内
を
周
回

す
る
と
、
眺
め
る

人
々
の
中
に
は
、
感

動
の
涙
を
流
す
姿
も

あ
り
ま
し
た
。

　
23
日
、
快
晴
と
な

っ
た
小
鎚
神
社
例
大

祭
で
は
、
２
基
の
神

輿
が
町
内
を
練
り
歩

き
、
最
後
に
は
、
多

く
の
観
衆
の
見
守
る

中
、
小
鎚
川
を
渡
り

ま
し
た
。

　
８
月
25
日（
土
）、
26
日（
日
）
に
は
、
吉
里
吉
里
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
元
の
郷
土

芸
能
団
体
が
行
列
を
つ
く
り
、
神
輿
と
と
も
に
吉
里
吉
里
の
町
を
歩
き
ま

し
た
。
町
に
は
、
大
き
な
鮭
の
形
を
し
た
町
内
会
の
山
車
が
姿
を
見
せ
、

餅
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
の
行
列
は
新
し
い
住
宅
が

立
ち
並
ぶ
町
の
中
を
通
り
抜
け
、
沿

道
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

大
槌
ま
つ
り
「
曳ひ

き
船
」が

  

８
年
ぶ
り
の
復
活

新
し
い
街
並
み
を
に
ぎ
や
か
に
練
り
歩
く

吉
里
吉
里
ま
つ
り
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大
槌
に
秋
の
気
配
を
告
げ
る
吉
里
吉
里
祭
が

８
月
27
、
28
の
両
日
、
開
か
れ
ま
し
た
。
27
日

夜
の
「
宵
宮
祭
」
は
、
天あ
ま
て
ら
す
み
お
や

照
御
祖
神
社
の
境
内

で
浪
板
大
神
楽
、
吉
里
吉
里
鹿
子
踊
、
吉
里
吉

里
大
神
楽
、吉
里
吉
里
虎
舞
講
中
が
舞
を
奉
納
。

28
日
に
は
「
神
幸
祭
」
が
開
か
れ
、
神
輿
が
地

域
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。震
災
犠
牲
者
の
鎮
魂
、

復
興
へ
の
願
い
も
乗
せ
た
神
輿
が
同
神
社
か
ら

発
御
し
、「
オ
ー
ヨ
、
オ
ー
ヨ
」
と
い
う
威
勢

の
良
い
掛
け
声
を
響
き
渡
ら
せ
ま
し
た
。
御
旅

所
で
の
休
憩
で
は
鹿
子
踊
や
大
神
楽
、
虎
舞
な

ど
の
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
力
強
く
、
華
麗

な
舞
に
沿
道
か
ら
盛
ん
な
拍
手
と
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
神
社
前
を
埋
め
た
観
衆

が
見
守
る
中
、
神
輿
が
坂
道
を
何
度
も
往
復
し

ま
し
た
。

吉
里
吉
里
祭

　
今
回
の
吉
里
吉
里
祭
に
は
、
震
災
後
か
ら
吉
里

吉
里
地
区
と
交
流
を
続
け
る
北
海
道
滝
川
市
の
躍

進
滝
川
太
鼓
保
存
会
（
林
敬
雅
代
表
）
の
メ
ン
バ

ー
も
参
加
し
ま
し
た
。「
セ
イ
ヤ
」「
セ
イ
」
の
気

合
十
分
の
掛
け
声
、
見
事
に
そ
ろ
っ
た
バ
チ
さ
ば

き
か
ら
生
ま
れ
る
勇
壮
な
響
き
。
力
強
い
太
鼓
の

音
に
の
せ
、
両
地
域
の
絆
、
世
代
を
超
え
た
新
た

な
つ
な
が
り
へ
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
約
20
人
。

演
奏
し
た
の
は
、
今
回
の
訪
問
に
合
わ
せ
た
新
曲

「
魁

さ
き
が
け」、

震
災
の
時
に
被
災
者
へ
思
い
を
込
め
て
作

っ
た
「
絆
」
の
ほ
か
「
鼓
道
一
心
」「
躍
進
」
な
ど

の
曲
目
で
す
。
宵
宮
祭
の
開
か
れ
た
天
照
御
祖
神

社
の
境
内
の
ほ
か
、
福
幸
き
ら
り
商
店
街
や
シ
ー

サ
イ
ド
タ
ウ
ン 

マ
ス
ト
な
ど
で
も
披
露
し
、
観
衆

の
胸
を
打
ち
ま
し
た
。

　
大
槌
の
郷
土
芸
能
団
体
も
滝
川
市
を
訪
れ
て
交

流
し
て
お
り
、
同
保
存
会
の
訪
問
は
今
回
が
2
回

目
。
林
代
表
は

「
自
分
た
ち
の

太
鼓
で
皆
さ
ん

に
少
し
で
も
元

気
に
な
っ
て
も

ら
い
、
地
域
が

活
気
づ
け
ば
と

思
い
ま
す
」
と

願
っ
て
い
ま
し

た
。

　自分の大好きな太鼓で、被災地の皆さんを応
援できることがうれしい。演奏を聞いてくれた
人の力になってくれればと思います。

　躍進滝川太鼓の力強さを感じてもらえたらと
思います。演奏を通じ、被災地の皆さんに勇気
や元気が届くことと願っています。

倉
くら

  内
うち

  瑞
みず

  生
き

 さん（15 歳、滝川高校 1 年生）

亀
かめ

  井
い

  美
み

  鈴
すず

 さん（16 歳、滝川高校 1 年生）

特
集
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　希望郷いわて国体の総合開会式で、県内各市町村で採火さ

れた炬火を一つにして生まれる「希望郷いわての火」の大槌

町炬火採火式が、城山公園で行われました。炬火はオリンピッ

クでの聖火に当たります。町では、阪神淡路大震災の時に神

戸市で「1.17 希望の灯」として点灯された火を、東日本大震

災からの復興と新しい希望を祈念し

て分灯された「希望の灯」から採火

しました。炬火名は「大槌の 未来

に続く 希望の火」です。大槌町で

は 10 月 9 日に城山公園体育館で、

デモンストレーションスポーツのソ

フトバレーボールが開催されます。

　釜石大槌地区行政事務組合消防本部は、今年 3 月に大槌

町内で発生した建物火災で、延焼拡大を未然に防いだ消防協

力者 4 人に対し感謝状を贈呈しました。表彰されたのは、い

ずれも町内に住む松橋康弘さん、臼沢和行さん、吉田優作さ

ん、上野未生さんで

す。4 人は、3 月 14

日午後 2 時ごろ、沢

山地区の個人住宅で

発生した火災で、連

携して早期通報と初

期消火に尽力し、延

焼拡大を防ぎました。

　
卓
球
部
に
所
属
す
る
竹
沢
さ
ん
は
、

8
月
に
開
か
れ
た
岩
手
県
大
会
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
の
部
を
制
し
、
富
山
県

で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
へ
の
出
場

も
果
た
し
ま
し
た
。
優
勝
シ
ー
ン
を

「
い
つ
も
通
り
や
っ
た
だ
け
。
試
合
が

終
わ
っ
て
、
周
囲
か
ら
祝
福
さ
れ
て

初
め
て
実
感
し
ま
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。
全
国
大
会
で
は
初
戦
突
破

な
ら
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た

が
「
高
校
で
も
卓
球
を
続
け
、
活
躍

し
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。

　
卓
球
を
始
め
た
の
は
保
育
園
の
こ

ろ
。
自
宅
の
卓
球
台
で
、
父
親
や
兄

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

「
大
人
に
な
っ
て
も
卓
球
を
続
け
、
機

会
が
あ
れ
ば
後
輩
や
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
教
え
て
み
た
い
」
と
照
れ
く

さ
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
大
槌
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
「
や
っ

ぱ
り
海
。
復
興
に
は

ま
だ
時
間
が
か
か

る
が
、
昔
の
よ
う
に

安
心
し
て
遊
べ
る

海
水
浴
場
を
残
し

て
ほ
し
い
で
す
」。

竹た
け 

沢さ
わ  

瑞み
ず 

生き 

さ
ん

（
14
歳
・
中
学
部
９
年
生
）

吉
里
吉
里
学
園

全
国
大
会
出
場

高
校
で
も
卓
球
続
け
た
い
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9月9日

8月23日

　タレントの間寛平さんが

総監督を務める「RUN FO

RWARD KANPEI みちのく

マラソン 2016」が大槌町

入りし、被災地を勇気づけ

る走りを披露しました。間

さんや若手芸人らは、柾内

地区の仮設住宅も訪れて町

民と交流し、間さんは「体

に気を付けてな」「無理はせんでな」と優しく語り掛けました。

同企画に賛同した大阪府柏原市の中学生も一緒に安渡・赤浜

地区を駆け抜け、大槌に元気と勇気を与えました。

　秋田県大仙市の中学生の震災復興を願う思いが、今年も吉里吉里の夜空を色鮮やかに彩

りました。同市の平和中学校（千田寿彦校長、生徒 112 人）の生徒らが主体となって運

営する「第 3 回大槌・神岡交流打ち揚げ花火」が行われました。

花火の合間には、両地域の住民のメッセージを生徒が心を込め

て読み上げました。「吉里吉里に笑顔を咲かせよう」との思いが、

まさに花火に乗って花咲かせました。

炬火採火式に臨む平野公三

町長（中央）と子どもたち

大槌消防署で行われた感謝状贈呈式に臨む 4 人

交
流
花
火
で
大
槌
町
を
訪
れ
た

平
和
中
学
校
の
生
徒

被災地を励ます走りを披露した

間寛平さん（右）ら

「大槌の 未来に続く 希望の火」

～希望郷いわて国体・炬火採火式～

吉里吉里の夜空に復興願う大輪の花 ～秋田・平和中学校の交流花火～

間さんらが被災地を駅伝で縦断

～KANPEI みちのくマラソン～

　
平
成
28
年
度
の
「
大
槌
ま
つ
り
」
が
9
月
16
～
18
日

の
3
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
安
渡
地
区
の
大
槌
稲
荷

神
社
と
、
町
方
地
区
の
小
鎚
神
社
の
例
大
祭
で
、
と
も
に

宵
宮
祭
と
神
輿
渡
御
を
展
開
。
神
輿
渡
御
で
は
、
男
衆

が
威
勢
の
い
い
掛
け
声
を
響
か
せ
な
が
ら
町
内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
観
客
の
熱
気
に
御
霊
が
呼
応
し
、
神
輿
が
何

度
も
回
り
ま
し
た
。
虎
舞
、鹿
子
踊
、大
神
楽
な
ど
の
郷
土

芸
能
を
は
じ
め
、
総
勢
18
団
体
が
参
加
。
両
神
社
境
内

で
の
宵
宮
祭
、
神
輿
渡
御
の
御
旅
所
、
今
年
か
ら
町
役
場

庁
舎
前
に
開
設
さ
れ
た
「
お
祭
り
広
場
」
な
ど
で
勇
壮
、

華
麗
な
舞
を
披
露
し
、ま
つ
り
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
18
日
、
小
鎚
神
社
神
輿
渡
御
の
最
後
の
御

旅
所
と
な
る
小
鎚
川
の
両
岸
は
、
多
く
の
観
衆
で
埋
ま
り

ま
し
た
。
2
基
の
神
輿
が
川
に
入
り
、
掛
け
声
を
一
層
大

き
く
し
た
担
ぎ
手
た
ち
が
川
の
中
を
行
き
つ
戻
り
つ
す
る

と
、
熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
5
年
半
以
上
が
経
過
。
ま
つ
り
に
託
し
た

「
鎮
魂
の
祈
り 

復
興
へ
の
希
望
」。
神
輿
の
担
ぎ
手
、

舞
う
人
、
見
る
人
、
そ
し
て
大
槌
を
支
え
て
く
だ
さ
る

多
く
の
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
に
迫
る
思
い
が
結
実
し
た

「
大
槌
ま
つ
り
」
で
し
た
。
ま
つ
り
が
終
わ
り
、
大
槌

は
こ
れ
か
ら
秋
本
番
を
迎
え
ま
す
。

9月9日 連携して早期通報と初期消火に尽力

～消防協力者に感謝状～

8月31日

　吉里吉里地区の「マリンマザーズきりきり」が震災後の

2011 年 8 月から運営してきた仮設食堂「よってったんせぇ」

が、5 年間の営業を終えて閉店しました。地元産のワカメを

使ったラーメンやカレー、加工品などを安く提供。地域住民

や観光客などから広く親しま

れてきましたが、「『みんなを

笑顔にしたい』『人と人とが

会話をする声が聞きたい』『被

災地からの情報発信をした

い』との当初の目的は達成で

きた」との思いから、惜しま

れながら閉店を決めました。

営業5年、惜しまれながら閉店

～仮設食堂「よってったんせぇ」～

地域の憩いの場を支えてきた

スタッフの皆さん

吉
里
吉
里
の
夜
空
を

彩
っ
た
花
火

特
集
１

り

槌
大
ま
つ
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2021年09月
❖�特集「まつりのチカラ」
　�新型コロナウイルス感染症
の状況を受けまつりが中止
に。過去のまつりから「ま
つりが持つ力」を特集。

2016年10月
❖�大槌まつりと吉里吉里
まつりの２大特集
❖�この年、小中一貫校
　「大槌学園」が完成した

2018年10月
❖�曳船まつりが
　８年ぶりに復活！

こ
れ
か
ら
も
大
槌
の

こ
れ
か
ら
も
大
槌
の
ま
つ
り
は
止
ま
ら
な
い

ま
つ
り
は
止
ま
ら
な
い
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